




























































Features and Possibilities of Ski Tourism Town Planning 
in the Asahikawa Area




































































































































旭川市 32 3655 6381
上川町 27 1457 7211
東川町 18 455 1645
鷹栖町 0 0 0
東神楽町 1 46 248
当麻町 6 19 70
比布町 3 64 278






































































































































大雪山旭岳 （東川町） ロープウェイ　　１ ２ ナイターなし
大雪山黒岳 （上川町）
ロープウェイ　　１
ペアリフト　　　１
１
初50中30上20
ナイターなし
国立公園内
全1200ｍ
2018年の場合，１月４日〜
２月16日は整備運休期間
資料）各スキー場Web情報より（2018年１月９日閲覧）。
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山旭岳や黒岳は，国立公園内にある山岳地に
位置し，他と周辺の自然環境が大きく異なる。
　リフトでは，大・中規模で，数・種類が多い
または全長が1000ｍ以上を有する。また，コ
ースも，概ねレベルに応じて，設置されている。
他方，小規模の場合，ロープリフトが主体で
あり，コースは短く，レベルは初級向けとな
っている。すべてのスキー場では，スキーは
もちろんスノーボードの滑走が可能である。
　以上から，旭川地域におけるスキー場は，
多様性を有し，様々なニーズの客層に応える
ことが可能と判断できる。
２　取組の方向性
　ここでは，前節までの内容をふまえ，スキ
ー観光地域づくりについて，スキー場自体と
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スキー場・他の観光的事象の組み合わせとい
う視点で，インバウンド・ツーリズムの可能
性を示す。
　スキーやスノーボードのレベルに応じた場
合，初級者は，サンタプレゼントパーク，カ
ムイスキーリンクス，中・上級者は，カムイス
キーリンクス，キャンモアスキービレッジ，
ぴっぷといったスキー場をお薦めしたい。初
級者の場合，伊の沢などの小規模スキー場の
選択もあるが，一定数が押し寄せることで思
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わぬ混雑となりかねない。そのため，初級コ
ースを有する中規模以上のスキー場が最適と
考えた。加え，非圧雪希望者（バックカント
リースキー）や雪景色見学の場合，カムイス
キーリンクス，大雪山黒岳・旭岳といったス
キー場をお薦めしたい。とりわけ，雪景色見
学では，ゴンドラリフト，ロープウェイの存在
が重要である。これらを利用することで，乗
車中も，安心して景色を楽しむことができる。
　外国人観光客の増加に伴い，日本人による
外国語案内ボランティアの役割が高まろう。
取組の構想では，留学生よる案内ボランティ
ア案を示していたが，十分な人員を確保でき
るとは限らない。それに対して，語学を学習
している日本人の高校生や大学生をはじめと
する若年層などに，その役割を担う可能性が
現実的であろう。日本人には，語学学習とし
ての役割も期待できる。課題があるとすれば，
英語以外の場合，適任者・数を確保できるか
といった懸念はある。
　スキー場と他の観光的事象の組み合わせで
は，スキー場及び周辺地域を含む環境教育的
な内容の解説が考えられる。索道施設やスキ
ー場内の施設，コース上（スキー等の滑走途
中）では，貴重な自然景観の様子がみられる。
例えば，山岳地形・景観，温泉地・市街地形
成，植生・小動物の解説である。直接的・空
間的に捉えることで，解説に深みが増す。ま
た，旭川市内の動物園，科学館，博物館を事
前見学することで，動物の足跡探し，アイヌ
語地名（自然景観）の意味の認識といった発
展的な連携観光のあり方も考えられる。とり
わけ，スキー場内には，無数の動物の足跡を
みつけられる。その足跡の形や大きさを手が
かりに，冬季でも逞しく生きる動物の様子を
感じることができるであろう。
　外国人観光客の場合，必然的に宿泊を伴う。
旭川地域では，都市型滞在と温泉地滞在型に
分けられる。都市型滞在では，宿泊と飲食（と
くに夕食）を切り離すことが可能であり，欧
米豪の観光客が好む行動となりやすい。温泉
地滞在型では，層雲峡温泉を中心に温泉街の
再整備をしており，外国人観光客のニーズに
合う改善をすすめつつある。
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Ⅴ　おわりに
　以上，本稿では，研究対象地域として，旭
川地域における都市型スノーリゾート構想を
取り上げ，現状のスキー場の実態を明らかに
し，どのようなスキー観光地域づくりが望ま
しいか，提案しようとするものであった。と
りわけ，インバンド・ツーリズムに焦点を向
けた。
　具体的には，現在の北海道におけるスキー
場の分布と特色に触れ，旭川地域における都
市型スノーリゾート構想の背景，取組の概要
を述べた。続いて，圏域のスキー場の実態を
明らかにし，最後に，スキー場自体とスキー
場と他の観光的事象の組み合わせとして，い
くつかの提案を行った。
　とりわけ，提案内容は，すでに他の地域で
みられる場合もある。他方，環境教育的な内
容の解説のように，地域が異なることで，内
容が相違することはあろう。こうした差異は，
観光の魅力を高めることに役立つ。加え，旭
川市の都市規模は，観光行動する上で空間的
に都合がよい。すでに述べたように，一つは，
都市（市街地）とスキー場，空港の距離の近
接性である。また，スキー場の立地が，適度
に分散している点も強みと判断できる。もう
一つは，一定数の宿泊施設数と飲食店数が都
心部に分布することである。その結果，外国
人観光客の興味関心に応じて，ある程度，入り
込みを分散・調整できる受け皿を有している。
　優先すべき課題は，都市（都心部）とスキ
ー場，スキー場間を結ぶ公共交通機関の充実
である。レンタンタカーの利用は，増加して
いるものの，冬季を考えると不慣れな外国人
は多い。
　今後，旭川地域の都市型スノーリゾート構
想が，どの程度まで，達成できるか見守りたい。
その上で，進捗状況を見定め，新たな提案や
より内容の具体ができればと考えている。
注
１）日本版DMOとは，観光地域づくり推進
法人の略称である。本法人は，観光客を呼
び込むための市場調査や観光資源などの運
営管理を重視する観光振興組織。DMO候
補法人として，国に登録されると，2020年
度まで地方創生推進交付金を受けられる。
2017年の８月時点で，候補法人は全国157
件ある。そのうち，登録法人は，41件（2017
年11月末時点）となっている，2020年度ま
でに100法人を認定する方針。
２）北海道索道協会（北海道ロープウェイ・
スキー場協会）北海道スキー場ガイド2017−
2018。
３）2017年11月30日付北海道新聞朝刊記事31
頁。
４）大雪カムイミンタラDMO資料によれば，
2016年度実績は，旅行消費額42.0（千円），
延べ宿泊者数1685（千泊），リピーター率
62％であった。
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